
正
四
位
下
兵
部
�
安
倍
�
臣
首
名
　
一
首
【
年
六
十
四
】

　
　
ス

五
言
春
日
應
レ

詔

　
　
シ

　
　
ノ

世
　
頌
二
　

�
　
�
　
�
一

　
ニ

　
　
フ

　
　
ヲ

時
　
謠
二
　

�
　
泰
　
春
一

　
　
　
カ
シ

　
　
ヲ

舞
　
衣
　
搖
二
　

樹
　
影
一

　
　
ヲ

歌
　
�
　
動
二
　

梁
　
塵
一

　
　
　
ン
シ

　
　
ヲ

湛
　
露
　
重
二
　

仁
　
智
一

　
　
　
ン
ス

流
　
霞
　
輕
二
　

松
　
�
一

　
　
　
シ
テ

凝
　
麾
　
賞
　
無
レ
　

�

�
　
將
レ
　

月
　
共
　
新

　
�
�
、
�
泰
、
�
泰
な
る
が
故
に
�
�
。
�
�
な
る
が
故
に
�
泰
。
字
異
な
り
、
義
は
同
じ
。

  

、

  

、

  

、
、

  

、
、
、

頌
す
れ
ば
謠
ふ
、
謠
ふ
は
頌
す
。
舞
衣
妙
な
る
が
故
に
、
樹
影
搖
な
り
。
歌
�
巧
な
る
が
故
に

  

、
、

  

、
、

  

、　　
　
タ
ル

  

、

ア
ラ
ザ

梁
塵
動
く
な
り
。
湛
露
は
君
恩
の
厚
き
を
言
ふ
。『
詩
經
』
小
雅
百
華
の
篇
に
、
湛
湛
　

露
斯
。
匪

レ
バ
ニ　
　
ズ
カ
ハ
カ

ヱ
ン
ヱ
ン
タ
ル

　
　
　
ン
ハ　
　
ハ　
　
シ
　
　
　
　
ル
コ
ト  

、
、
、

  

、
、

  

、

レ

陽
　

不
レ

晞
。　
厭
厭
　
夜
飮
。
不
レ

醉
無
レ

歸
。　
重
仁
智
、
恩
は
重
し
。
流
露
�
ち
景
は
輕
し
。
凝

麾
賞
無
�
、
�
將
月
共
新
、
�
は
今
日
に
盡
き
ず
、
�
に
新
な
る
も
の
あ
り
。
此
の
詩
�
�
は

稍
々
可
な
り
、
後
�
は
寢
語
の
如
き
も
の
な
り
。



從
二
位
大
�
言
大
�
宿
彌
旅
人
　
一
首
【
年
六
十
七
】

　
　
ス
　
　
ニ

五
言
初
春
侍
レ

宴

　
　
　
　
ニ
シ
テ　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
ク

�
レ
　

政
　
�
　
�
　
�

　
　
デ

　
　
ニ

　
　
レ
　
　
　
ナ
リ

廸
レ
　

古
　
�
　
惟
　
新

　
　
　
タ
リ

　
　
ノ

穆
　
穆
　
四
　
門
　
客

　
　
　
タ
リ

　
　
ノ

濟
　
濟
　
三
　
�
　
人

　
　
レ

　
　
ニ

�
　
�
　
亂
二
　

殘
　
岸
一

　
　
ス

　
　
ニ

煙
　
霞
　
接
二
　

早
　
春
一

　
　
ニ

　
　
フ

　
　
ノ

共
　
�
　
�
　
主
　
澤

　
　
　
ジ
ク　
　
　
ス
ル

　
　
ノ

同
　
賀
　
�
　
壤
　
仁

　
�
政
、
政
刑
を
�
に
す
る
は
上
古
の
法
な
り
。
而
か
も
上
古
は
�
し
。
上
古
�
し
と
雖
も
、
�

  

、
、

  

、
、

か
た
ち  

、
、

は
惟
新
。
穆
穆
は
深
�
の
貌
。
四
門
、
宮
門
は
東
西
南
北
の
四
門
よ
り
入
る
。
天
子
が
羣
臣
を

  

、
、

  

、
、

召
す
と
き
は
、
羣
臣
も
亦
客
と
呼
ば
る
ゝ
な
り
。
濟
濟
は
『
詩
經
』
大
雅
の
篇
に
、
濟
濟
多
士
。

　
　
テ　
　
シ

�
王
以
寧
と
お
ほ
く
盛
ん
な
る
形
容
語
。
三
�
は
智
仁
勇
な
り
。
以
上
四
句
は
、
天
皇
と
臣
下

と
を
竝
せ
て
言
ふ
。
�
�
の
十
字
は
初
春
の
景
色
を
言
ふ
。
早
春
な
れ
ば
�
�
に
�
殘
�
が
岸

上
に
あ
り
。
而
か
も
春
の
景
色
と
し
て
は
、
煙
霞
の
氣
分
が
已
に
表
は
れ
居
る
。
而
か
も
我
等
  

、

は
、
此
の
澤
に
因
て
、
共
に
御
苑
に
游
び
、
同
じ
く
�
壤
仁
を
賀
し
、
且
謠
ふ
。
是
れ
喜
ぶ
べ

き
な
り
。
�
主
の
恩
篇
は
意
味
貫
�
し
て
、
支
離
滅
裂
の
病
少
な
し
。
首
名
に
�
る
こ
と
萬
萬

と
す
。



從
四
位
下
左
中
辨
�
�
�
伯
中
臣
�
臣
人
足
　
二
首
【
年
五
十
】

　
　
フ

　
　
ニ

五
言
�
二

吉
野
宮
一

惟
レ
　

山
　
且
　
惟
レ
　

水

　
　
ク

　
　
ク

能
　
智
　
亦
　
能
　
仁

萬
　
代
　
無
二
　

埃
　
�
一

　
　
ニ

一
　
�
　
�
二
　

柘
　
民
一

　
　
タ

　
　
リ

　
　
ニ

風
　
波
　
轉
　
入
レ
　

曲

　
　
ニ

　
　
ス

　
　
ヲ

魚
　
鳥
　
共
　
成
レ
　

倫

　
　
ノ

　
　
チ

此
　
地
　
�
　
方
　
�

　
　
カ

　
　
ク

　
　
ノ

誰
　
�
　
桃
　
源
　
賓

  

、

  

、

  

、

  

、

  

、
、

　
山
と
水
と
を
以
て
智
と
仁
と
も
組
合
す
は
、
此
の
時
代
の
�
行
と
思
へ
る
な
り
。
吉
野
は
�

か
り
み
や

  

、
、

武
天
皇
が
行
宮
に
し
玉
ふ
よ
り
、
天
智
、
天
武
時
代
に
も
行
宮
が
在
り
し
も
の
な
ら
ん
。
萬
代

無
埃
�
、
古
訓
に
「
埃
�
無
ク
」
と
あ
り
今
は
「
埃
無
キ
�
」
と
訓
む
、
�
武
以
來
無
埃
塵
の

地
に
て
�
淨
極
ま
り
無
し
。
一
�
�
柘
民
、
此
の
意
義
明
白
な
ら
ざ
る
が
考
ふ
る
に
吉
野
は
�

  

、
、

  
、
、

  

、

謂
�
靈
の
地
な
る
に
、
一
�
民
生
が
�
に
來
り
し
よ
り
、
�
に
風
波
が
曲
に
入
り
、
魚
鳥
も
倫

  

、

  
、
、

を
成
す
に
至
る
と
な
ら
ん
、
而
か
も
此
の
池
は
�
謂
方
�
�
ち
仙
山
な
る
は
事
實
な
り
。
桃
源
、

武
陵
を
�
く
�
は
方
�
の
眞
を
知
ら
ず
と
な
り
。

　
　
レ

　
　
ニ

仁
　
山
　
狎
二
　

鳳
　
閣
一

　
　
ク

　
　
ニ

智
　
水
　
啓
二
　

龍
　
樓
一

　
　
ニ

�
　
鳥
　
堪
二
　

沈
　
�
一

　
　
カ

　
　
ン

　
　
セ

何
　
人
　
不
二
　

淹
　
留
一

  

、
、

  

、
、

　
鳳
閣
、
龍
樓
、
共
に
宮
禁
を
言
ふ
。
此
の
仁
山
、
智
水
の
境
に
、
天
皇
が
游
び
玉
ふ
行
宮
が



あ
る
な
り
。

　
�
も
好
し
、
鳥
も
好
し
。
春
日
賞
�
す
べ
し
。
誰
が
淹
留
の
念
を
生
ぜ
ざ
ら
ん
や
。



大
�
王
　
二
首

　
　
テ

ニ

　
　
ニ
　
　
ス
　
　
ニ

五
言
從
二

駕
吉
野
宮
一

應
レ

詔

　
　
　
シ
テ　
　
　
ン
ト

　
　
ヲ

欲
レ
　

�
二
　

張
　
騫
　
跡
一

　
　
ニ

　
　
フ

　
　
ノ

　
　
ヲ

幸
　
�
二
　

河
　
源
　
風
一

　
　
シ

　
　
ヲ

�
　
雲
　
指
二
　

南
　
北
一

　
　
ス

　
　
ヲ

夕
　
霧
　
正
二
　

西
　
東
一

　
　
ニ

嶺
　
峻
　
絲
　
�
　
�

　
　
　
シ
テ

谿
　
曠
　
竹
　
鳴
　
融

　
　
ニ　
　
　
　
ハ
ン
ト

　
　
ノ

　
　
ヲ

將
レ
　

歌
二
　

�
　
�
　
趣
一

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ヲ　
　
　
　
サ
ル
ヲ
　
　
　
ナ
ラ

握
レ
　

素
　
愧
レ
　

不
レ
　

工

  
、
、

　
人
足
と
同
時
の
作
な
る
や
も
知
れ
ず
。
大
�
王
は
傳
未
檢
。
張
騫
は
『
漢
書
六
十
一
』
に
出

づ
。
漢
中
の
人
、
建
元
中
、
�
と
爲
る
。
而
し
て
月
氏
、
匈
奴
、
單
于
、
大
宛
、
康
居
、
大
夏
、

是
の
�
國
間
を
來
往
す
る
十
三
年
。
行
く
時
百
餘
人
あ
り
、
漢
に
�
る
と
き
、
唯
二
人
の
み
。
乃

  

、
、

  

、
、

  

、
、

  

、
、

ち
知
る
、
騫
は
塞
外
の
地
理
を
究
め
、
�
謂
南
北
、
�
謂
西
東
、
�
謂
嶺
峻
、
�
謂
谿
曠
、
而

し
て
�
雲
、
而
し
て
夕
霧
、
必
ず
や
其
の
變
�
を
見
し
も
の
な
ら
ん
。
而
か
も
我
は
今
此
の
吉

野
に
於
て
�
�
趣
を
歌
は
ん
と
欲
す
る
も
、
筆
澀
り
、
之
を
握
る
と
雖
も
、
工
妙
の
詩
を
得
ざ

る
を
愧
づ
と
な
り
。

　
案
ず
る
に
、
張
騫
の
塞
外
に
使
す
る
、
眞
に
嶮
山
、
眞
に
危
谷
を
經
�
し
來
る
も
の
な
り
。
九

死
に
一
生
を
幸
に
し
た
る
も
の
。「
從
駕
吉
野
宮
」、
悠
悠
と
�
酒
の
宴
を
開
く
、
貴
游
の
�
態

な
り
。
事
何
ぞ
張
騫
と
關
せ
ん
。
沒
�
渉
も
甚
し
。
知
ら
ず
作
�
の
心
事
、
果
し
て
何
の
推
敲

す
る
�
あ
る
や
。
古
谿
案
ず
。
天
漢
支
機
石
。
黄
河
上
流
。
乃
ち
芳
野
を
以
て
�
仙
の
宅
、
景

�
の
地
と
爲
し
。
河
源
に
譬
喩
し
た
る
も
の
か
。

　
　
ク

山
　
幽
　
仁
　
趣
　
�



　
　
シ

川
　
淨
　
智
　
懷
　
深

　
　
　
シ
テ　
　
　
ン
ト

　
　
ノ

　
　
ヲ

欲
レ
　

訪
二
　

�
　
仙
　
迹
一

　
　
ス

　
　
ノ

ホ
ト
リ

�
　
從
　
吉
　
野
　
潯

　
徹
頭
徹
尾
、
兒
童
語
を
以
て
�
め
、
何
等
�
す
べ
き
事
無
し
。



正
五
位
下
肥
後
守
�
�
首
名
　【
年
五
十
六
】

五
言
秋
宴
　
一
首

望
　
苑
　
商
　
氣
　
艷

　
　
シ

鳳
　
池
　
秋
　
水
　
�

　
　
　
シ
テ
　
　
ニ

　
　
リ

晩
　
燕
　
吟
レ
　

風
　
�

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ク

新
　
雁
　
拂
レ
　

露
　
驚

　
　
ハ

　
　
キ

　
　
ノ

　
　
ヲ

昔
　
聞
二
　

濠
　
梁
　
論
一

　
　
ス

　
　
ノ

　
　
ヲ

今
　
辨
二
　

�
　
魚
　
�
一

　
　
ノ

芳
　
筵
　
此
　
僚
　
友

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
フ

　
　
ヲ

�
レ
　

�
　
結
二
　

雅
　
聲
一

  

、
、

  

、
、

　
題
目
記
載
な
し
。
察
す
る
に
大
�
王
と
同
じ
く
吉
野
に
游
び
し
作
な
ら
ん
。
望
苑
、
鳳
池
宮

  

、
、

  

、
、

  

、
、

  

、
、
、
、
、

禁
�
の
事
。
商
氣
は
秋
氣
な
り
。
晩
燕
、
新
雁
字
の
如
し
。
昔
聞
濠
梁
論
、
今
辨
游
魚
�
、
莊

子
惠
子
と
濠
梁
の
上
に
游
ぶ
、
莊
子
が
曰
く
�
魚
游
出
從
容
、
是
れ
魚
樂
し
む
な
り
。
惠
子
が

い
づ
く

曰
く
子
は
魚
に
あ
ら
ず
、
安
ん
ぞ
魚
の
樂
を
知
ら
ん
。
莊
子
が
曰
く
子
は
我
に
あ
ら
ず
、
安
ん

ぞ
我
が
魚
の
樂
を
知
ら
ざ
る
を
知
ら
ん
。



從
四
位
上
治
部
�
境
部
王
　
二
首
【
年
二
十
五
】

新
　
年
　
�
　
氣
　
盡

　
　
シ

上
　
月
　
霽
　
光
　
輕

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ヒ

�
レ
　

�
　
�
　
�
　
笑

　
　
デ

　
　
ヲ

　
　
シ

含
レ
　

霞
　
竹
　
葉
　
�

　
　
ハ

　
　
レ

　
　
ノ

歌
　
是
　
飛
　
塵
　
曲

　
　
ハ

　
　
テ

　
　
ノ

絃
　
�
　
激
　
流
　
聲

　
　
　
セ
ハ
　
　
　
　
ラ
ン
ト

　
　
ノ

欲
レ
　

知
二
　

今
　
日
　
賞
一

　
　
リ

　
　
ノ

咸
　
有
二
　

不
　
歸
　
�
一

  
、
、

　
此
篇
も
題
無
し
、
而
か
も
�
宴
の
作
た
る
明
ら
か
な
り
。
上
月
は
元
月
�
は
上
春
に
同
じ
。
霽

  

、
、
、

  
、
、
、

光
以
下
皆
早
春
の
景
色
、
飛
塵
曲
は
歌
聲
の
美
な
る
を
言
ふ
。
激
流
聲
は
絃
聲
の
�
な
る
言
ふ
。

不
歸
�
興
が
盡
き
ざ
る
を
以
て
、
何
人
も
歸
ら
ん
と
欲
す
る
�
無
し
。

五
言
秋
夜
宴
山
池
　
一
首

　
　
　
シ
テ
　
　
ニ

　
　
ケ

　
　
ヲ

對
レ
　

峯
　
傾
二
　

菊
　
酒
一

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
ツ

　
　
ヲ

臨
レ
　

水
　
拍
二
　

桐
　
琴
一

　
　
　
レ
テ
　
　
ヲ

　
　
ツ

　
　
ヲ

忘
レ
　

歸
　
待
二
　

明
　
月
一

　
　
ソ
　
　
　
ヘ
ン

　
　
　
キ
ヲ

何
　
憂
　
夜
　
漏
　
深

ひ
た

か
つ

　
菊
�
を
酒
に
浸
し
て
飮
む
、
古
代
衞
生
法
な
り
。
酒
を
飮
み
且
琴
を
彈
ず
。
以
て
明
月
に
對

  

、
、

し
て
�
ほ
飮
み
、
�
彈
ぜ
ん
と
欲
す
。
夜
漏
、
�
ち
夜
十
時
で
も
十
二
時
で
も
其
の
深
き
を
憂

へ
ず
と
な
り
。
五
�
の
拗
體
と
し
て
唐
�
の
正
法
、
是
の
篇
に
於
て
始
め
て
之
を
見
る
。



大
學
頭
從
五
位
下
山
田
�
三
方
　
三
首

　
　
ノ　
　
ニ
　
　
ス

　
　
ノ　
ヲ

五
言
秋
日
於
二

長
王
宅
一

宴
二

新
羅
客
一

　
一
首
竝
序

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ク　
　
ク

　
　
ヲ

　
　
ケ

　
　
ヲ

　
　
ヲ

　
　
テ
　
　
ニ

君
王
以
二

敬
愛
之
沖
衿
一。
廣
闢
二

琴
�
之
賞
一。
使
人
承
二

敦
厚
之
榮
命
一。
欣
二

戴
鳳
鸞
之
儀
一。
於
レ

是

　
　
チ
　
　
ニ

　
　
ツ
　
　
ニ

　
　
テ
　
　
ヲ

　
　
ヌ

　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
ヲ

　
　
ツ

　
　
ニ

琳
瑯
滿
レ

目
。
蘿
薜
充
レ

筵
。
玉
爼
彫
レ

華
。
列
二

星
光
於
煙
幕
一。
珍
羞
錯
レ

味
。
分
二

綺
色
於
霞
帷

　
　
　
シ
テ
　
　
シ

　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
ル

　
　
ニ

　
　
シ

　
　
ト　
　
ト

一。
�
�
�
飛
。
混
二

賓
主
於
�
蟻
一。
�
談
振
發
。
忘
二

貴
賤
於
窗
�
一。
歌
臺
落
レ

塵
。
郢
曲
與
二

巴

　
　
ヘ
　
　
ヲ
　
　
ヒ
　
　
ニ　
　
テ
　
　
ヲ

　
　
ト

　
　
リ

　
　
ニ

　
　
シ

　
　
ニ

音
一

雜
レ

�
。
笑
レ

林
開
レ

靨
珠
輝
其
二

霞
影
一

相
依
。
于
レ

時
露
凝
二

旻
序
一

風
轉
レ

商
郊
一。
�
�
唱
而
柳

　
　
　
ヘ
リ

　
　
テ

　
　
チ

　
　
ノ

　
　
シ
　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
ノ

　
　
シ
　
　
ヲ

　
　
ニ

葉
飄
。
霜
雁
度
而
蘆
�
落
。
小
山
丹
桂
。
流
二

�
別
愁
之
篇
一。
長
坂
紫
�
。
散
二

馥
同
心
之
�
一。
日

コ
コ
ニ
ク
レ
ヌ

　
　
ニ　
　
　
ン
ト
　
　
　
　
　
シ
ム
ル
ニ　
　
ヲ
　
　
　
シ
テ

　
　
ヲ

　
　
シ

　
　
ニ
　
　
　
ル
ニ　
　
ヲ
　
　
　
シ
テ

云
暮
矣
。
月
將
レ

除
　

焉
。
醉
　
　

我
以
二

五
千
之
�
一。
�
舞
二

踏
於
�
�
之
地
一。
博
レ

我
以
二

三
百

　
　
ヲ

　
　
ス

　
　
ニ

　
　
ク　
　
シ

　
　
ヲ

　
　
テ　
　
ス

　
　
ヲ

　
　
ヲ　
　
ス

　
　
ヲ

之
什
一。
且
狂
二

簡
於
劔
志
之
場
一。
�
寫
二

西
園
之
�
一。
�
陳
二

南
浦
之
�
一。
含
レ

毫
振
レ

藻
式
贊
二

高
風

一

云
爾
。

△

　
先
哲
曰
く
、
長
王
は
恐
く
ば
長
屋
王
な
る
べ
し
、
屋
の
字
加
ふ
べ
し
と
。
天
武
の
裔
に
し
て

高
市
皇
子
の
長
子
な
り
。
�
龜
元
年
に
正
二
位
左
大
臣
と
爲
る
。
�
武
の
天
�
元
年
に
死
を
賜

ふ
。
然
ら
ば
新
羅
客
を
宴
せ
し
は
元
正
天
皇
の
時
な
る
や
、
�
武
天
皇
の
代
な
る
や
、
�
然
す

  

、
、

る
能
は
ず
。
君
王
は
天
子
を
指
し
た
る
に
や
、
長
屋
王
を
指
し
た
る
に
や
明
白
な
ら
ず
。
客
を

宴
す
る
席
は
長
屋
王
の
宅
な
れ
ど
、
天
皇
の
命
に
依
て
な
る
や
、
或
は
長
屋
王
の
私
親
よ
り
出

て
し
な
る
や
。
漢
土
に
す
れ
ば
君
主
は
一
人
の
み
な
れ
ば
、
疑
問
は
無
き
も
、
邦
人
は
�
字
の

使
用
法
を
知
ら
ざ
る
ゆ
え
、
時
に
�
用
す
る
こ
と
あ
り
。
今
の
君
主
は
余
は
斷
定
せ
ず
。
沖
衿

  

、
、

  

、
、

△

は
傲
慢
の
反
對
、
心
を
む
な
し
く
し
て
人
を
柔
ら
ぐ
。
使
人
、
新
羅
の
客
は
使
命
を
帶
て
來
�

△

  

、
、
、
、
、

  

、
、
、
、
、
、

せ
る
人
な
り
。
敦
厚
之
榮
命
、
新
羅
王
よ
り
承
は
る
�
の
榮
命
。
欣
戴
鳳
鸞
之
儀
、
儀
は
儀
容
、

古
�
に
は
鳳
凰
來
儀
な
ぞ
の
語
も
あ
り
て
、
俗
に
言
ふ
目
で
度
き
太
�
の
代
の
し
る
し
あ
る
を

  

、
、

言
ふ
な
り
。
兩
國
の
親
�
を
結
ぶ
の
責
任
を
戴
い
て
來
た
人
が
�
ち
使
人
な
り
。
琳
瑯
は
美
し

ひ
と

  

、
、

  

、
、

き
玉
な
り
。
以
て
�
才
煥
發
の
人
に
譬
ふ
。
蘿
薜
は
在
野
の
君
子
や
學
�
に
譬
ふ
。
玉
爼
、
肴

  

、
、

を
盛
る
器
物
の
美
麗
な
る
を
言
ふ
。
雕
華
、
美
麗
な
る
こ
と
知
る
べ
し
。
華
の
雕
刻
が
あ
る
な

  

、  

、

  

、
、  

、
、  

、
、  

、
、

り
。
珍
羞
、
玉
爼
に
盛
る
物
は
何
ぞ
山
�
の
珍
羞
で
あ
る
な
り
。
星
光
、
煙
幕
、
綺
色
、
霞
帷
、



  

、
、  

、
、

總
て
座
席
の
奇
麗
な
る
を
言
ふ
。
�
�
、
�
飛
、
�
�
は
�
觴
と
同
じ
。『
晉
書
束
晢
傳
』
に
周

　
　
テ

　
　
ニ

�
成
二

洛
邑
一

因
二

流
水
一

以
泛
レ

酒
故
�
詩
に
云
ふ
。
�
觴
隨
波
と
。
�
の
形
。
頭
尾
�
�
。
�
飛

  

、
、

の
義
を
以
て
す
る
�
以
な
り
。
�
蟻
は
酒
の
異
名
、
酒
を
飮
め
ば
、
賓
も
主
も
�
に
は
混
雜
し

て
分
ち
難
き
に
至
る
。
飮
め
ば
必
ず
人
は
陽
氣
を
發
す
、
陰
氣
と
爲
る
�
は
少
な
し
。
是
に
於

て
�
談
振
發
、
貴
も
賤
も
眼
中
に
無
し
。
窗
�
は
『
幽
�
�
』
に
出
づ
。
晉
の
袞
州
刺
�
宋
處

△

△

の
ち

宗
、
一
長
鳴
�
を
窗
間
に
置
く
。
後
�
、
人
語
を
作
し
、
處
宗
と
談
論
、
極
め
て
玄
致
あ
り
。
處

宗
此
に
因
て
、
玄
學
大
に
�
む
。
此
の
故
事
を
用
ゐ
て
、
以
て
今
日
會
す
る
�
、
貴
賤
を
忘
れ

  
、
、
、
、

  

、
、

て
老
莊
の
談
論
を
爲
す
と
な
り
。
歌
臺
落
塵
、
歌
聲
美
に
し
て
梁
塵
を
落
す
。
郢
曲
�
ち
高
�

  

、
、

げ
　
ひ
ん

  

、
、
、
、

  
、
、
、
、
、
、
、
エ
フ
セ
ウ

の
曲
、
巴
音
�
ち
下
品
の
歌
、
笑
林
開
靨
、
珠
輝
其
霞
影
相
依
、
靨
笑
は
�
白
く
興
に
乘
じ
て

  

、
、
、
、

  
、
、
、
、

  

、
、

笑
ふ
懽
喜
の
�
貌
な
り
。
露
凝
旻
序
は
�
景
。
風
轉
商
郊
は
�
景
。
�
�
は
柳
葉
の
飄
る
と
共

  

、
、

  

、
、
、
、

わ
い
な
ん
わ
う

に
鳴
き
、
霜
雁
は
蘆
�
の
落
る
浦
に
度
る
。
小
山
丹
桂
、
流
�
別
愁
之
篇
、
漢
の
淮
南
王
小
山

み
な

は
、
博
雅
好
古
、
天
下
俊
偉
の
士
を
招
懷
し
て
、
八
�
の
徒
よ
り
、
咸
其
の
�
を
慕
ひ
て
其
の

△

  

、
、
、
、

仁
に
歸
す
。
小
山
作
る
�
の
「
招
隱
士
」
の
�
中
桂
樹
叢
生
兮
山
之
幽
と
あ
り
。
別
愁
之
篇
と

は
、
小
山
は
屈
原
の
忠
貞
を
慕
う
て
作
る
も
の
、
乃
ち
別
愁
篇
の
如
き
は
至
�
極
ま
る
。
流
�

  

、
、
、
、  

、
、
、
、
、
、

  
、
、

は
其
の
技
倆
が
發
揮
し
て
あ
る
意
味
。
長
坂
紫
�
、
散
馥
同
心
之
�
、
未
考
。
日
云
『
詩
經
』
の

  

、
、
、
、
、
、
、

け
ん
が
く

�
字
。
醉
我
以
五
千
之
�
、
�
謂
玄
學
、『
老
子
』
は
五
千
字
な
り
。
中
唐
の
白
樂
天
は
、「
老

　
　
ニ　
　
テ　
　
ラ
　
　
　
ハ
ス
△

  

△
ノ

△

  

、
、
、
、
、
、
、
、

子
」
を
詠
じ
て
曰
く
、
何
因
自
著
　

五
千
　

�
と
。
�
舞
踏
於
�
�
之
地
、
長
屋
王
の
邸
を
指
す
。

  

、
、
、
、
、
、
、

博
我
以
三
百
之
什
、
老
子
は
我
を
心
醉
せ
し
め
、『
詩
經
』
は
我
を
し
て
博
雅
の
樂
み
を
�
さ
し
  

、
、
、
、
、
、
、
、

む
。
詩
經
の
數
は
三
百
六
篇
な
れ
ば
な
り
。
且
狂
簡
於
劍
志
之
場
、
狂
簡
は
志
は
大
に
し
て
事

　
　
ノ

△

△

　
　
　
ト
ノ　
　
ス
　
　
ヲ

  

、
、
、
、

に
�
な
る
を
言
ふ
。『
論
語
』【
�
治
長
】
吾
黨
小
子
、
狂
簡
斐
然
　

成
レ

章
と
あ
り
。
�
寫
西
園

  

、
、
之
�
、
後
漢
の
靈
帝
中
�
五
年
に
始
め
て
西
園
八
校
尉
を
置
き
、
爾
來
西
園
の
�
頗
る
盛
ん
な

△

  

△
ニ

　
　
ス

△

  

△
ニ

り
。
梁
元
帝
の
詩
に
、
�
夜
侍
二

西
園
一。
魏
�
帝
の
詩
に
、
逍
遙
歩
二

西
園
一。
西
園
の
故
事
一
一

　
　
ル
　
　
ヲ

擧
る
能
は
ず
。
�
陳
南
浦
之
�
、
江
�
�
が
「
別
賦
」
に
、
春
草
碧
色
。
春
水
�
波
。
�
二

君
南

　
　
ニ浦一。

傷
如
二

之
何
一

と
あ
り
。

　
案
ず
る
に
此
序
、
字
字
句
句
、
來
�
を
求
め
、
毫
も
私
に
不
成
語
を
使
用
せ
ず
。『
懷
風
藻
』

一
篇
中
大
家
の
規
模
有
る
も
の
を
求
む
れ
ば
、
此
等
に
指
を
屈
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
看
�
宜
し



く
意
を
注
ぐ
べ
き
な
り
。

カ
ケ
ル
　
　
ヲ

白
　
露
　
懸
レ
　

珠
　
日

サ
ン
ズ
ル　
　
ニ

黄
　
葉
　
散
レ
　

風
　
�

タ
イ

イ
フ
ス

　
　
ノ

對
　
揖
　
三
　
�
　
使

イ
ヒ

ツ
ク
ス

　
　
ノ

言
　
盡
　
九
　
秋
　
韶

　
　
ヲ

　
　
ヲ

　
　
シ

牙
　
水
　
含
レ
　

調
　
激

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
ル

�
　
葵
　
落
レ
　

�
　
飄

　
　
ス

　
　
ノ

已
　
謝
　
靈
　
臺
　
下

徒
　
欲
レ
　

報
二
　

瓊
　
瑤
一

  

、
、

  

、
、

  

、
、

　
白
露
の
十
字
、
秋
日
曉
天
の
景
を
言
ふ
。
對
揖
は
挨
拶
す
る
な
り
。
三
韓
な
れ
ば
三
�
と
用

  

、
、

  

、
、
、
、
、  

、

ひ
し
な
り
。
言
盡
は
�
謂
秋
�
ち
七
八
九
三
ヶ
月
の
�
韶
の
事
を
談
話
す
る
。
牙
水
含
調
激
、
�

  

、
、
、
、

葵
落
�
飄
、
此
の
五
六
二
句
及
び
七
八
、
共
に
未
考
。

五
言
七
夕
　
一
首

金
　
漢
　
星
　
楡
　
冷

　
　
ノ

銀
　
河
　
月
　
桂
　
秋

　
　
ヲ

靈
　
姿
　
理
二
　

雲
　
�
一

　
　
ル

　
　
ヲ

仙
　
駕
　
度
二
　

�
　
流
一

　
　
　
　
ト
シ
テ
　
　
　
ラ
シ

　
　
ヲ

窈
　
窕
　
鳴
二
　

衣
　
玉
一

　
　
　
　
ト
シ
テ　
　
ス

　
　
ニ

玲
　
瓏
　
映
二
　

�
　
舟
一

　
　
ハ
　
　
　
シ
ム

　
　
ノ

�
レ
　

悲
　
明
　
日
　
夜

　
　
　
セ
シ

　
　
ノ

　
　
ヲ

誰
　
慰
二
　

別
　
離
　
憂
一　

　
シ

△

△

　
　
ヲ

　
　
シ

△

△

　「
�
泉
�
書
賦
」
に
、
�
二

星
楡
之
衆
象
一。
無
二

月
桂
之
孤
光
一

と
あ
り
。
楡
は
「
ニ
レ
」
と
云



つ
い

ふ
樹
。
月
中
に
は
桂
樹
あ
り
、
星
中
に
は
楡
樹
あ
る
と
云
ふ
傳
�
あ
り
。
一
二
の
句
對
法
を
以

  

、
、

  

、
、

あ
ま

か
は

  

、
、

て
作
る
、
是
れ
老
杜
の
正
法
。
金
漢
も
銀
河
も
共
に
天
の
川
を
言
ふ
。
靈
姿
は
織
女
星
を
指
す

な
ら
ん
。
織
女
星
が
今
夕
は
大
事
の
一
年
一
度
の
禮
式
な
れ
ば
、
丁
寧
に
自
分
の
雲
髻
�
ち
美

く
し
け
づ

  

、
、

麗
な
る
頭
髪
を
�
る
な
り
。
仙
駕
は
牽
牛
星
�
ち
織
女
星
の
婿
殿
と
見
る
べ
し
。
是
も
一
年
一

  

、
、

度
、
今
夜
は
�
流
を
度
り
來
り
、
�
く
會
見
す
る
な
り
。
而
し
て
其
の
�
や
如
何
。
窈
窕
た
る

  

、
、

織
女
星
、
玲
瓏
た
る
牽
牛
星
。
女
は
衣
玉
を
鳴
ら
し
、
男
は
影
を
�
舟
に
移
す
。
而
か
も
此
の

懽
樂
は
久
し
か
ら
ず
、
明
夜
は
已
に
別
離
な
り
。
�
に
來
年
の
七
月
七
夕
を
待
た
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
其
の
憂
を
慰
す
る
も
の
は
誰
ぞ
。

　
大
友
皇
子
の
詩
よ
り
、
此
に
至
る
五
十
四
章
な
り
。
其
の
五
十
四
章
に
至
り
、
始
め
て
唐
の

正
法
た
る
五
律
の
上
乘
な
る
も
の
を
見
る
。
�
仄
の
整
正
な
る
は
、
勿
論
、
一
氣
流
出
し
て
、
妙

語
渾
成
。
良
と
に
傑
製
と
爲
す
。

五
言
三
月
三
日
曲
水
宴
　
一
首

　
　
シ

錦
　
巖
　
飛
　
瀑
　
激

　
　
ク

春
　
岫
　
曄
　
桃
　
開

　
　
　
　
ナ
ル
ヲ

不
レ
　

憚
二
　

流
　
水
　
�
一

　
　
ム

　
　
ノ

　
　
ク
　
　
　
ル
ヲ

唯
　
恨
二
　

盞
　
遲
　
來
一

　
三
月
三
日
は
、
重
三
、
三
三
、
上
巳
、
初
巳
、
三
巳
、
と
稱
し
、
晉
の
世
、
曲
水
の
�
亭
に

會
し
て
、
�
を
賦
し
、
酒
を
飮
み
、
且
杯
を
水
に
流
し
て
以
て
禊
事
を
修
し
た
る
に
始
ま
り
、
本

邦
に
此
の
�
日
が
傳
來
し
て
、
此
の
會
を
修
す
る
に
至
る
。

  

、
、

  

、
、

　
曲
水
は
日
本
に
は
無
き
水
な
り
。
曲
水
に
傚
う
て
作
す
な
り
。
錦
巖
、
巖
の
名
に
あ
ら
ず
、
春

  

、
、
、

日
�
開
て
美
麗
で
あ
る
か
ら
錦
巖
と
用
ゐ
た
る
な
り
。
飛
瀑
激
、
巖
上
よ
り
落
下
す
る
「
タ
キ
」

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

  

、

  

、
、

な
り
。
瀧
に
は
あ
ら
ず
、
瀧
と
混
合
す
る
勿
れ
。
岫
も
巖
と
同
じ
。
曄
桃
、
赤
き
色
の
桃
�
が

盛
ん
に
開
く
。
俗
に
桃
の
�
句
と
稱
す
る
�
以
な
り
。
不
憚
流
水
�
、
不
憚
は
「
憂
ヘ
ズ
」「
畏

レ
ズ
」
な
ぞ
と
、
殆
ん
ど
同
義
な
り
。
飛
瀑
の
勢
�
な
る
も
、
關
す
る
�
に
あ
ら
ず
。
唯
唯
酒



の
來
る
遲
き
を
恨
む
の
み
な
り
と
。
此
の
篇
拗
體
を
以
て
作
り
、
上
巳
の
意
義
二
十
字
に
て
足

る
。
�
、
以
て
知
る
、
懷
風
藻
中
第
一
人
�
な
る
こ
と
を
。


